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今春、高校の成田さんが札幌から静内に異

動しました。札幌で「市民の数学」を広める

取り組みの中心人物であっただけに、札幌の

仲間にとっては大きな痛手でした。しかし、

静内で出会った仲間たちとすでに３回の読書

会を開いたと聞いて、今後、日高方面で私た

ちの仲間がたくさん増えることを期待したい

と思います。成田さんに読書会の様子を書い

てもらいましたので紹介します。

「きっかけは、高校サークル６月例会（稚

内）を終え，その報告が全道のサークル会員

に郵送されたときのことです。私の報告だけ

では、その全容がわからないので、すべての

レポートを見せてもらえないかという用件で

静内農業高校の石島先生が静内高校の私の所

を訪ねてきたときのことです。彼は、特に真

鍋先生のガウスの正 角形の作図法の報告に17

関心を抱いていたようです。さらに、そのと

きの話で、これまで、サークルに直接参加で

きなかったときには、送られてきたすべての

レポートに目を通していたことがわかり、私

自身大変感動したことを覚えています。その

ときの話で、ガウスの話や、整数論の話にな

り、彼が代数分野に憧れを持ちながら、今ま

で本を読む機会がなかったことなどについて

始めて知ることができましたし、数学に対し

て真摯な姿勢を持ち続けている人だというこ

とを知りました。そこで、何か１冊の本を一

緒に読んで意見交換するようなことができる

といいなという話になったように記憶してい

ます。その場で、私の蔵書から、草場公邦著

「ガロワと方程式」 すうがくぶっく（朝倉書

店）を選びました。

読書会の話が具体化する中で、近隣の学校

の数学の先生にも声をかけてできるだけ多く

の方たちと読書会を持つ方向で話がまとまり

ました。

初回、第２回、は９月、第３回 月の金曜10

日の夜６：００～９：００くらいを読書会、

その後を食事とお酒の入った交流会というよ

うにして行っています。まだ、 ページも読20

んでいないのではないかと思います。ユーク

リッドの互除法や合同式の扱いについてのん

びりとその場しのぎでページを繰りながら、

前回やっと、中国式剰余の定理や原始根の存

在証明が終わったところです。このあと、連

、分数展開の話を読むところです。のんびりと

例をていねいに扱いながら読んで行くので、

私も毎回新しい発見ができ、毎回新鮮な驚き

を覚えています。石島さんの、わかるまでぜ

ったいにわかったといわないすてきな頑固さ

と、菊地先生（静内高校）のすぐに先まで見



えてしまう鋭さに感服することしきりです。

今後どのように推移するのか楽しみです。

11 11月の日程調整はまだできていませんが、

月の末になる予定です。来年１年かけて、高

校生や市民にガロアの理論を話できるように

なるといいなと思っています 」。

数協高校サークル結成10周年のつどい

）日 時：2005 1 10 11年 月 日（月 ・ 日（火）

ホテル札幌会館（北 西４)場 所：1/10 17

あけぼの旅館（北 西４）1/11 13

1/10内 容：

13:00 13:50総会 ～

14:00 15:30例会① ～

15:40 16:50記念講演 ～

数教協副委員長 増島高敬氏

演題「中高の関数指導について」

10 17:00 19:30周年祝賀会 ～

移動（宿泊 あけぼの旅館）

1/11

9:00 12:00例会② ～

12:00終了解散

参加費：祝賀会 円、宿泊 円3,500 5,500

（総会・例会・講演のみ参加 円）1,000

問合せ：真鍋和弘（℡： － － ）011 765 4632

（以上、文責：清水貞人）



年合同教育研究全遺集会2004

「数学教育分科会報告」
・ ・ ～ (会場・札幌大学)2004 11 13 14

0、はじめに

年合研は「憲法・教育基未法・子ども2004

の権利条約の息づく学校と杜会を」を、テーマ

の下に行われました。

記念講演をされた高橋哲哉氏(コンパスでも

紹介された「茶色の朝」にメッセージを寄せた

哲学者)は、日本を「茶色の朝〕(ファシズム社

会)の方向にするための教基法改悪が企図され

ていることを、スクールは、ギリシャ語の暇

(レジャー)の意味であるスコラを源にしている

と「原点」からも批判されました 《学校から。

暇が無くなれぱ学校ではない 》合研のテーマ。

を現実のものにしていく上での「知の力」を貰

った講演でした。

１、分科会の基調報告
基調報告は、成田先生が行いました。

高橋講演を受け・
現実の学校には 「自由がなく 「多忙の中」、 」

にあるとき、この分科会には「暇・自由を原点

とする学校本来の姿」があり 「ほっとする時、

間と空間があります 」今年もこの中で、数学。

の持っ「内容豊かな文化」とともに、多様で豊

かな教育実践を学び合いましょう。と言う「趣

旨」のお話がありました。

(基調報告の通り、二日間の分科会は ・ 自、「

由」が満ち満ちた中で数学が縦横に語られ、

「理論」に裏付けられた実践と、実践とともに

ある「理論」が、行き交いました。しかし例年

より、 本<小③中①高⑦〉とレポートが少な11

く、参加者も、 人を切るなどやや寂しく感30

20じる分科会でした。でも、閉会の時刻まで

人近くもの参加がありましたので、最後まで、

活発な意見の交流が出来ました。例年の二倍の

時間を 本のレポートに掛けることが出来た1

からだと思います。)

2、報告と討議の内容
＜印象的なことを述べます＞

一日目( 日、午後 ～ )13 13:30 17:00

は、ここ 年程(連続して)報告している 名20 3

の人から、始まりました。

①「2004・魔方陣→完全な?魔方陣」

報告者は、この報告を書いている菊地(札幌・

小野幌小)で、夏の全道集会から更に発展させ

た報告でした。完全魔方陣< × 〉の「定4 4

義」をした後に、縦・横・斜めに並ぶ つの4

数の和が になる他に、 つの数を結んで出34 4

来る「正方形」や「等脚台形」等の「形」に着

目して 「 種の 」が得られる「完全の特、 42 34

徴」を、子どもと楽しく取り組んだ実践です。



<「それがどうしたの 」と言う正しい意見とと?

もに 「これは、使える 」と言う意見もありま、 。

した。>

②「三角比をどう扱うべきか?」

報告者は、渡邊勝先生(立命館慶洋高)

（ ）正接を底辺 当たり対辺長」と定義余1 1

弦・正弦は「斜辺 当たり隣辺長さ、対辺1

長」と定義。から始まる 時間のオリジナル19

な授業書。

正接の応用として、エラトステネスによる地球

周の求長に始まって「三角比」を「測量の数

学」に徹しようとした実践報告でした。

討論では 「底辺を 」ではなく「 」の方が、 1 a

「良い」等の異見が出されました。

スーパーピュタゴラス〈清水事務局長の命名>

を活用しての余弦定理の証明も紹介されておら

れました。(事務局長って凄い人だと分かりま

した。)

この後に、期せずして「対数に関する義告」が

三っ続きました。

③三番目の報告者は

「対数計算について」の佐々木和生先生(旭川

北高)です。北高を「進学の高校」にしなけれ

ぱならないとの「しばり」の中で、工夫された

報告でした。対数の「何乗したら と言う意味?

の記号『 』を、噛み砕いて導入します 「対log 。

数用語」を説明した後「指数表現と対数表現」

「基本公式」を経て「底の変換公式」に至る

「質の高い実践」が披露されました。

～こんな感じで～の④続いて 「対数の導入」、

報告を、小川雅和売生(下川商業高校)が行いま

した。対数と言う数字は凄いんだと言つイン!

パクトのある教え方を追求する中での実践でし

た 「 倍ずつ増える数を 個用意した表を作。 2 25

って 「 を暗算で と、直ちに答」 64x512 32768

えてみせて、衝撃を与える 「すると先の表の。」

意味が理解

に繋がって 「掛け算が足し算に割り算が引き」

算になる『 』の世界」に生徒を引き込むとlog

言う報告でした。

「市民講座『対⑤三つ目の「対数」の報告は

数』の試み」です。これは、成田収先生く静内

高校)が報告されました。この報告は、対数誕

生に係わった「ネピアさんやブリックスさん達

< 世紀前の人々>の顔」が見える報告でした。4

黒板いっぱいに計算を展開したのは、等比数列

を等差数列に対応させるネピアの数を紹介した

ときでした。

公比が( )のときのある答えが. 1-1/107

9999996.O000000599999960000001

と紹介(計算して)されました。ネピアさん達の

苦労が偲ぱれました。倍数眼鏡の凄さ(氏家先

生の発案)も、報告の中で紹介されました。講

座に参加した人々が 「感動した」のが十分伝、

わってきました。



二日目( 日、 ～ )14 9:30 15:00

～ユークリッドからオイ⑥「素数からの出発」

ラーへ完全数解明の夢～と題する真鍋和弘先生

(篠路高校)の毅告

です。素数のお話から始めて、完全数( ＝6

)〈自身を除く約数の和が自身になる数1+2+3

>を、紀元前のギリシャ、ユークリッドの時代

に追求され、やや時間がたって後 世紀に一17

気に開花する様子が黒板いっはいに展開され、

そこで未だに誰もその全集の全部を読んだ人が

いないと言われている「オイラー」の偉大さ!

が紹介されました。

例年、真鍋先生の報告は 「時間の保障がされ、

ない」中で行われ、しり切れトンボに終わる'

のですが、レポートが少なかったことが幸いし、

時間が保障され、丁寧な説明がなされて、私で

も少し分かる報告となりました。

( 月の市民向け講座に参加しましたので、二10

度目と言うこともありましたが。)成田先生と.

真鍋先生の報告は、数学者の顔が見える、浮か

んでくるものでした。

今回で７回目となる「受検⑦七番目の報告は、

体制を乗り越える実践」をめざしてと題した報

告です。事務局長の清水貞人先生(新川高校)が

行いました。先の合研で 「乗り越える」と言、

う表現が問題だとの指摘がありましたが、

今の体制の中でも楽しく豊かな数学教育が出来

ることを願ってのことで、この実践の中で高校

数学の目標をあきらかにしよう等の、高い心意

気を感ずる報告でありました。清水先生は、円

順列にについて、教具を用意して報告されまし

た。高校の先生が教具を持っての報告は珍しく

目を引きました。

唯一の中学校での実践報告です。⑧八番目は、

「正の数、負の数、方程式の指導」阿寒中学校

の山田美彦先生が行いました。ベクトルの考え

方を利用した「正負の数の四則計算」の試みで

す。遇去 年間「トランプ」による「指導」23

からの転換です。数学の苦手な生徒にとっては、

トランプや碁石の方が良かったかなあと述懐さ

れておられますが、基本の座った実践報告でし

た。

方程式は、 タイルを活用し、文字式と結んだX

実践です。具体的な物の操作を伴っていたので、

「少し良かった」と自己評価されていましたが、

生徒の「考えた跡」が見える報告でした。

月寒高校定時制の生徒と取⑨九番目の報告は、

り組んだ報告です。長谷川貢先生が 「定時制、

高校における数学の授業内容について」と題し

て、三角関数の問題を中心に報告されました。

長谷川先生は、優しい先生で、いつも暖かい目

で生徒を見っめながら授業をさ

れています。今回も、全日制の生徒に負けない

「内容」を取り組ませて 「自信」を持たせよ、

うとした実践です。

例えぱそれは、( )1

θ＝ θsin3 sin2



を満たすθを求めよ。(θは <θ<π の範囲0 /2

の角)です。

これを解くために、名古屋大学で行われてい

る様に「公式集」を与えています 「公式集(二。

、次方程式の解の公式や、加法定理等々の)」が

与えられるからで「出来る」訳ではないので、

実態に見合った取り組みだと思われました。

⑩と⑪は、宗谷の若い先生の「かけざん(二年

生)」の取り組みの報告でした。

と題するレ⑩「楽しくわかる授業をめざして」

ポートを発表したのは、氏家資年先生(稚内南

小)です 「ごにじゅう 「ごごにじゅうご」な。 」

ど、九九を唱えられるという「実態」を踏まえ

て

かけざんと言う「演算」に取り組んだ実践でで

す。一あたりの量(数)といくっ分の量(数)で

「全体の量(数)」を見通すことが出来るとした

「かげざんの意味」を大事に取り組んでいるの

ですが 「九九の暗唱が出来ている」ので 「か、 、

けざんの式」から「答え」を導き出す「過程」

が省略されているところ

<タイル等の半具体物を使う等、或いはそこを

潜る等の「過程」が要るのではないかと言う立

場からの意見がありました 〉が、今後の課題。

ではないかとの指摘がありました。

/⑪最後の発表は 「かけざんの指導」、 で、豊富

小学校の吉田孝幸先生が行いました。学校の研

究主題「共生・共創」──自ら思考し、共に高

まりあう子供の育成──の下に取り組まれた授

業の「 時間扱いの 時間目」の取り組みを22 1

報告されました。

目標は「数を分けてかけざんを作る」

「 人の人たちが遊園地でコーヒーカッブに12

。乗りました。コーヒーカップは 台あります4

乗り方を考えましょう 」と言う問題に取り組。

ませたところ、 種程の答えが返ってきたと10

のことでした。

「 」と「 」と「 」と「 」5 5 2 0

「 」と「 」と「 」と「 」5 4 1 2

「 」と「 」と「 」と「 」3 3 3 3

「 」と「 」と「 」と「 」4 4 4 0

等の答えです。

・ かけざん」と銘打たなかったら良い授業で「

はなかったか

・ かけざん」の導入としては、別の方法があ「

ったのではないか等々の意見が出て、この報告

が刺激となって討論は大いに盛り上がりました。

( )不均等な分布と均等な分布の導入が必要1

( )均等な分布に、対応する演算に相応しい2

のは何か ＜足し算だけでいいか>?

( )「かけざん」が成立するのはどの様な場3

合にか

( )かけざんの持つつ「直積の構造」とマッ4

?チした指導はどんなものか

( )一あたりの量(数)といくつ分の量(数)で5



全体の量(数)が分かる。その場合の「ディ

メンジョン」をどうするか 「」<パー〉。 /

?は適切か

等々の沢山の意見が飛び交いました。

何よりの成果は、若い先生が勇気を出してこ

の分科会に参加されたこと(何を言われるか分

からない厳しい場)と 「来年は、レポートを持、

って参加する」と表明された方が、複数いらっ

しゃったことです。

<文責菊地三郎>

<編集後記>
今回の「高校サークルだより」は道数協通信

「こんぱす」と重複した部分があり両誌を読,

まれている皆さんには「手抜き」をお詫びいた

します少し長めの編集後記でこれに代えるこ.

.とにします

師走に入り会員のみなさんの職場も慌ただ,

しいことと思います最近の世の中のうごきを.

観ると日の丸・君が代の強制をはじめアメリ,

カによるイラク攻撃など日本が再び軍国主義や

ファシズム(鈴木秀一先生によれぱカーキ色の

.朝)に染まる日が近づいているように感じます

これで思い出されるのが有名なフランスの,

数学者ヴェイユが書いた自伝「アンドレ・ヴェ

イユ自伝』(シュプリンガー東京)の中で彼自,

身が語っている大戦中の体験ですドイツと違.

ってフランスでは第 次大戦で多くの数学者1

や科学者を戦場で失いましたこのことがフラ.

,ンスの大学での解析学の授業を時代遅れにし

それを何とか現代化しようとして 年代に1930

ヴェイユを中心にブルバキ派が誕生したという

逸話です 戦争によってブルバキの『数学原.

論』が生まれたことは喜ぱしいことですが二,

度の大戦で将来のある多くの若者を失ったフラ

ンスの悲劇を再び繰り返してならないと思いま

.す

先日石原慎太郎都知事がある総会の場で次,

の発言をしたことが新聞にでていました「フ.

ランス語は数を勘定できない言語ですから国,

際語として失格しているのもむべなるかなとい

う気がしますそういうものにしがみついてい.

る手合いが新大学の設置に反対している笑止.

千万だ」これれに対し都立大の仏文科教員一,

同が撤回を要求したそうですがフランス国民,

も抗議すべきでしょう。フェルマーは数論＝数

を勘定することから始まった学問を生み出した

数学者として有名ですしヴェイユ自身も並外,

れた数論の研究者ですフランス語が数を勘定.

できないとしたら彼らは何語を使って研究した

?のでしょうか

このところ数学史を少しづつですが勉強して

いますきっかけは以前紹介したガウスの「正.

角形の作図可能性」の発見ですこの完全な17

証明はガウスが 歳の時に出版した『数論研24

究』に出ていますガウスがゲッチンゲン大学.

の学生のときフェルマーやオイラーなどの著作

をむさぼるように読んだことが記録に残ってい

ます。古典＝数学史を学ぷことは「他の何ごと



.にも代えがたい」とガウスは言っています

イタリアのカルダーノによる 次方程式の3

解法にはイスラム圏(イラク地方)の数学者たち

の大きな寄与がありましたし失われたと思わ,

れていた古典がイスラム圏から見つかっていま

す例えぱアルキメデスがエラトステネスヘ送. ,

った手紙『方法』が 年にイスタンブール1907

の僧院で発見されました最近では 世紀の数. ,3

学者ディオファントスの『数論』の失われてい

.た一部のアラビヤ語訳が発見されています

西洋とイスラムという二っの文明の融合によっ

,て現在の数学が発展してきたことを考えても

これ以上の犠牲を出すことをやめさせなけれぱ

. .なりません冬期研でまたお会いしましょう

(真鍋)


